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■事業承継啓発月間のポイント

１

✓ 沖縄県の後継者不在率（2020年）が全国でワースト1位であり、事業
承継を経験したことがない経営者が多いことから、昨年度、初めての試みと
して「事業承継啓発月間」を実施。（11月）引き続き、今年度についても
実施。（8月）

✓ 令和3年度のメインイベントとして、沖縄の全地銀、信金のトップが一堂に
会し、事業承継をテーマに特別対談を開催。金融機関行員の意識向上を
後押し。また、お笑い小喜劇の上演を行い、事業承継の重要性をわかりや
すく伝える等、本県において初めての取組を実施。

✓ 令和4年度のメインイベントとして、沖縄の特徴的な産業であるホテル・や
ちむん・養豚業で頑張る女性後継者によるトークセッションイベントを開催。
他にも、1日事業承継ラジオDAY、事業承継啓発セミナー、タブロイド紙の
発行、マスコミ等との連携による広報等を行った。

✓ 関係機関において、新たに相談窓口の設置、支援機関同士の連携強化
等、事業承継支援強化の機運醸成に繋がった。



■取り組み内容（令和3年度）

○日時：11月９日（火）14:00～16:30
○場所：ロワジールホテル那覇
○後援：沖縄タイムス社、琉球新報社
○登壇者：
琉球銀行 取締役頭取 川上 康
沖縄銀行 取締役頭取 山城 正保
沖縄海邦銀行 代表取締役頭取 新城 一史
コザ信用金庫 理事長 金城 馨
沖縄振興開発金融公庫 融資担当理事 城間 徹二
沖縄税理士会 会長 松川 吉雄
中小企業基盤整備機構 副理事長 村松 清孝
愛知大学 経済学部教授 打田 委千弘
（コーディネーター）
○聴衆：金融機関、支援機関等 約50名

沖縄管内の金融機関のトップ等が一堂に会し、沖縄における事業承継支援の現状及び今後の取組等
について議論を交わす特別対談を開催。管内の経営者に事業承継の重要性を伝える他、金融機関行員
の事業承継に対する意識向上を狙ったもの。

①金融機関等トップ対談 ～事業承継を考える～

■トップ対談の様子

沖縄を拠点に活動している演芸集団ＦＥＣの「あ
ぎじゃび商店」による事業承継をテーマにした、お笑
い小喜劇の上演等を行った。事業承継とは何なの
か、どのような意義があるのか等について、笑いを交
えながらわかりやすく伝えた。
また、各地域のセミナー、5会場（本島南部、中
部、北部、石垣島、宮古島）でも上映。

②「抱腹絶倒のお笑い事業承継劇場」の上演

■お笑い事業承継劇場
（那覇会場）



○主催：内閣府沖縄総合事務局、沖縄県、中小企業基盤整備機構沖縄事務所、沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター
○協力：沖縄県事業承継ネットワーク
として、月間内の各種イベントを開催。



■取り組み内容（令和4年度）

○日時：８月２４日（水）14:00～15:45
○場所：ロワジールホテル那覇
○後援：沖縄タイムス社、琉球新報社
○登壇者：
沖縄第一ホテル 女将 渡辺 克江 氏
有限会社育陶園 代表取締役 高江洲 若菜 氏
喜納農場 代表 喜納 忍 氏
沖縄国際大学 経済学部教授 島袋 伊津子 氏
（ファシリテーター）
愛知大学 経済学部教授 打田 委千弘
○聴衆：金融機関、経営者等 約30名

○主なお話
・常に前向き、弱音を吐かない、経営者としての母をすごく尊敬
していたため、迷うことなく事業承継を行った。事業承継前いろ
んな経験が今の経営に生きている。（渡辺克江氏）
・自分が好きなことだから、事業承継をした。外部専門家の目
線が入る事により、冷静になって家族とも考えることが出来た。
（高江洲若菜氏）
・事業承継を「楽しむツール」であると思って、楽しみながら沖縄
を盛り上げていきたい。（喜納忍氏）

○youtubeにてLIVE配信 （アーカイブ閲覧可能）
URL: https://youtu.be/4lwEFHl0JFI

（中小機構沖縄事務所）

沖縄の特徴的な産業であるホテル・やちむん・養豚でがんばる女性後継者に登壇いただき、トークセッション
を開催。管内の経営者等に事業承継の重要性を伝える他、事業承継の際の課題や思いのお話をいただき、
公的サポート等はどうあるべきかを探る事を目的とした。

①女性×事業承継 女性後継者の挑戦～地域の暮らしを支え文化をつむぐ～

３

https://youtu.be/4lwEFHl0JFI


■取り組み内容（令和4年度）

・8月10日（水）に「事業承継」をテーマに事業承継経験者の出演や、ラジオカーでの出張生放
送を実施。
○ラジオ沖縄内：ティーサージパラダイス、華華天国、他

②事業承継ラジオDAY 8月10日（水）

・特別番組「ちょっと待って!その廃業。あなたの会社は地域の暮らしを支えている!?」 を放送。

放送時間：21：00～22：00

出演者：打田委千弘氏（愛知大学経済学部教授）、宮里徹氏（宮里酒造所代表）
大城光氏（宇那志豆腐店代表）、嶺井政之氏（沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター統括責任者）
越智稔之氏（独立行政法人中小企業基盤整備機構沖縄事務所所長）
太田浩一（沖縄総合事務局経済産業部中小企業課長）、杉原愛氏（ラジオ沖縄アナウンサー）



■取り組み内容（令和4年度）

管内の経営者に事業承継に関する理解を深め、意識醸成を図ることを目的としたセミナーを沖縄
本島北部、石垣島、宮古島の計３か所にて、次の内容で開催。
今年度の試みとして、コミュニティFMのパーソナリティをファシリテーターとし、ラジオ放送も実施。

【セミナー内容】
■トークセッション
事業承継を経験した、又は予定している事業者の経験談を通じて、事業承継の重要性を伝えた。
■事業承継施策紹介
事業承継・引き継ぎ支援センターの支援策を紹介
■個別相談会
事業承継・引継ぎ支援センターによる個別相談を実施。

③事業承継啓発セミナー

事業承継啓発セミナー＠石垣島 事業承継啓発セミナー＠宮古島 事業承継啓発セミナー＠北部



■取り組み内容（令和4年度）

④タブロイド判広報紙の発行

事業承継に関するタブロイド判広報紙を２万部発行。各金融機関、商工団体等を通じ、事業
者へ配布。
※局HPにも掲載：http://www.ogb.go.jp/keisan/tyusyou/jigyoshoukei/list3/220801_01

＜紙面構成＞
１面：沖縄の事業承継に関する研究を行っている愛知大学経済学部 打田教授のコラム
２、３面：沖縄管内の各金融機関等が支援を行った事業承継事例の紹介
４面：国や県が実施している事業承継に関する施策の紹介
５、６面：沖縄県事業承継・引継ぎ支援センターの業務内容などの紹介

タブロイド判広報紙

５

http://www.ogb.go.jp/keisan/tyusyou/jigyoshoukei/list3/220801_01


■取り組み内容（令和4年度）

６

第1回目 沖縄総合事務局 滝本経済産業部長
8月8日(月)～14日(日)
・事業承継啓発月間の意義等について

第2回目
沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター 嶺井統括
中小企業基盤整備機構沖縄事務所 越智所長
8月15日(月)～21日(日)
・事業承継の現状、支援策等について

第3回目
Wool bakery 砂川史帆さん 8月22日(月)～8月28日(日)
・事業承継を行った経験談

⑤OCNインフォメーション内での放送

放送期間：8月8日～28日



■取り組み内容（令和4年度）

⑥その他の取組
・事業承継啓発月間のイベント一覧を作成すると共に、
補助金等の紹介を実施。

・事業承継啓発セミナー＠那覇を開催。（沖縄県）

・小規模離島等において、地域社会維持の側面から事
業承継をビジネスと捉え直し、事業承継の重要性を訴え
るキャラバンを実施。
○7月6日（水） 伊平屋島キャラバン
○8月5日（金） 竹富キャラバン
○10月6日（木） 多良間島キャラバン

・後継者育成塾の実施。（沖縄産業振興公社）

７伊平屋島キャラバンの様子



■月間を通して

○従来は国や県、支援機関等がそれぞれで事業承継に係る普及啓発を行っており、
「バラバラに動いている」と見られていた部分があったことを反省し、当局、沖縄県、中小
機構及び事業承継・引継ぎ支援センターが主催（宮古会場は宮古島市、石垣会場
は石垣市が共催）、また、事業承継ネットワークを協力機関と位置付けた。管内の事
業承継に関連する機関が一枚岩になって普及啓発を行う体制を強化できた。

○2021年度以降は、後継者不在率の全国ワーストを脱却している。

○「事業承継啓発月間」は地元２紙が大きく報道（見開き2面×4回）したことや、女
性経営者イベントは県内テレビ局での報道・特集がされた等、地元で幅広く周知でき
た。

○県内の各機関も、事業承継を県内の課題と捉え、取組が拡充された。

○今後も、M＆A等の周知や、廃業による地域への影響が大きい離島等への展開も含
めて、「事業承継啓発月間」の定着を図ると共に、目標として沖縄県内の後継者不
在率を全国水準まで引き上げるよう、各種施策を実施していく。

10


	既定のセクション
	スライド 1: 事業承継啓発月間について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11


